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隕石落下地点から伝搬した大気 Lamb波の検出
Possible detection of atmospheric Lamb waves generated by the Chelyabinsk meteor
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古くはツングースカ隕石落下やクラカタウ火山の大噴火、近年では 1960年前後の核実験に伴い Lambモードの音波が
長距離伝搬したことはよく知られている。この発表では、沖縄 (恩納)、四国 (吾川)、近畿 (峰山、信楽)に設置した 4ヶ所
の気圧計により、隕石落下地点から約 6000km離れたこれら観測点まで伝搬したと考えられる音波 (Lambモード)に伴う
微気圧変化検出の試みと、その結果について示し、その特徴、および、過去のイベントとの相違点について議論する。隕
石落下地点から観測点までの距離は、峰山、吾川、信楽、恩納の順で長くなり、Lamb波が各観測点に到着するのに要す
る時間は、観測点の間で約 2分から 15分異なることが予想される。これら時間差を考慮して時系列データを並べると、
隕石落下から約 5時間後に、5分から 10分前後の周期の変動に共通の変化パターンが見られるため、気圧波が隕石落下
地点から伝搬してきた可能性が高い。しかし、その波形は、過去の大イベントと比べると複雑で、振幅も小さい。
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